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ロン、就労継続支援B型事業所が複合した施設である

（写真-1、写真-2）。就労継続支援B型の利用者が清

掃や商品の陳列整理、商品管理、レジの補助などを

行っている。また、施設内の調理室を活用した配食

サービス等の効率化により運営費の削減を行ってい

る。なお、コミュニティサロンは高齢者の利用だけ

ではなく、子どもの放課後利用も多く、地域の多世

代交流拠点としても機能している。 

 

写真-1 るぴなすの外観 

 

写真-2 るぴなすの内部 
 

（4）複合化施設の事例～その２～ 

仙台市若林区にある複合施設「アンダンチ」は、

サービス付き高齢者向け住宅（サ高住）を中心に、

看護小規模多機能型居宅介護、保育園、レストラン、

就労継続支援Ｂ型事業所、コミュニティスペース等

が複合した施設である。「あんだんち食堂」（写真

-3）はレストランとして機能しながら、サ高住と保

育園の給食業務を担うことで効率化が図られている。

こだわりの玄米をはじめ、食材にこだわった食事を

提供しており、施設の集客力を高めている。 

また、保育園が併設されているため、施設のスタ

ッフが子どもを預けることができるメリットがある。

なお、サ高住のロビーに直結する形で駄菓子屋が併

設されており、駄菓子屋を訪れる子どもと入居者と 

の交流の場となっている（写真-4）。 

 

写真-3 あんだんち食堂 

 

写真-4 サ高住に併設された駄菓子屋 

  

（5）生活利便機能の複合化による相乗効果 

 複数の生活利便機能の複合化による相乗効果とし

ては、施設の運営主体にとっては主に以下の２つが

考えられる。 

１）需要・収入面の効果：複合化による魅力向上、

利用圏域拡大、競争力向上等 

２）支出面の効果：設備の共用等による経費削減、

人員効率化等 

それに加えて、複合化施設が地域住民の交流の場

となることや、地域の高齢者の生きがい就労の場と

なっている事例などが複数見られ、地域住民にとっ

ての施設立地の効果が大きいことが分かった。 

 

３．おわりに 

 今後は、今回の調査結果を踏まえたケーススタデ

ィ等を通して、郊外住宅団地の状況に適した生活支

援機能の複合化施設の立地誘導に向けた検討プロセ

スについて整理する予定である。 

☞詳細情報はこちら 

１）「住宅団地再生」連絡会議, 
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/
jutakukentiku_house_tk5_000067.html 
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１．はじめに 

みなとオアシスとは、地域住民の交流や観光の振

興を通じた地域活性化に資する「みなと」を核とし

たまちづくりを促進するため、住民参加による地域

振興の取り組みが継続的に行われる施設として、国

土交通省港湾局長が申請に基づき登録するものであ

る。1）旅客施設、交流・休憩、物販・飲食を提供す

る複数の既存施設から構成される。（図-1） 

みなとオアシスについては、アクセスしにくい、

施設同士が離れて配置されているといった課題があ

る。これらは配置計画の観点から、どのように施設

を登録すればよいかという課題と考えられる。 

そこで、本研究では、全国148箇所（令和3年4月30

日時点）のみなとオアシスを対象として、みなとオ

アシスの施設機能による類型化を行ったうえで、施

設配置についてアクセス性と周遊性の観点から分析

を行い、留意点について検討した。 

 

図-1 みなとオアシスの施設の例1） 

 

２．みなとオアシスの類型化 

みなとオアシスの類型化は各施設の入居テナント

等の情報を元に施設を12種類の機能（文化、商業、

観光情報、地域交流、展望・休憩、余暇、研修・業

務、旅客ターミナル、緑地・海岸、港湾・漁港、防

災、駐車場）に分類し数量化Ⅲ類分析を実施した。       

分析の結果、第1軸（縦軸）の正側には防災、研修・

業務、地域交流といった施設が、負側には観光情報、

余暇といった施設が布置されたことから、第1軸は施

設利用者の属性を表していると解釈した。第2軸（横

軸）の正側には旅客ターミナル、負側には観光情報、

余暇といった施設が布置されたことから、第2軸は施

設利用目的を表していると解釈した。（図-2） 

 第1軸と第2軸における各みなとオアシスのサンプ

ルスコアからクラスター分析（ウォード法、ユーク

リッド距離）を行い、各象限に散布されたみなとオ

アシスを分類整理すると、 

・観光情報、商業、余暇機能を主とする観光集客型 

・フェリー、離島航路を多く有する海上交通拠点型 

・地域住民の利用を主とする地域交流型 

の3パターンに分類することができた。（図-3） 
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図-2 数量化Ⅲ類分析の結果 
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図-3 数量化Ⅲ類のサンプルスコアの 
クラスター分析結果 

 

３．立地条件（アクセス性、周遊性）に関する分析 

みなとオアシスのアクセス性、周遊性を把握する

ため、最寄り鉄道駅から代表施設までの直線距離と

代表施設の半径500ｍ範囲内に含まれる構成施設の

割合（以降、集積度と呼ぶ）を分析し、駅から代表

施設までの直線距離と集積度の関係より4つのタイ

プに分類した。（図-4） 

左上Aの部分（徒歩圏500ｍ以下、集積度70％以上）

は、駅近／密集タイプと分類した。このタイプは駅

から近く、施設もまとまっており、来訪者が徒歩で

行きやすく、周遊しやすいと考えられる。 

Bの部分（徒歩圏500ｍ以下、集積度70％以下）は

駅近／分散タイプと分類した。このタイプは駅から

近く代表施設には行きやすいが、構成施設が離れて

いるため周遊はしにくいと考えられる。 

Cの部分（徒歩圏500ｍを超え、集積度70％以上）

は駅遠／密集タイプと分類した。このタイプは駅か

らは遠く、車などによる来訪が想定されるが、施設

がまとまっており周遊はしやすいと考えられる。 

Dの部分（徒歩圏500ｍを超え、集積度70％以下）

に関しては駅遠／分散タイプと分類した。このタイ

プは駅からも遠く、施設もまとまっていないため、

車などによる来訪、周遊が想定される。 

Bの駅近／分散タイプに属する観光集客型のみな

とオアシスは、集客機能を有する代表施設に来訪者

を集めても、施設が分散しているため構成施設まで

代表施設に集客した来訪者を誘導できず、一部地域

のみの活性化になる可能性がある。このような場合

は施設間を連携させるため、 

・施設に関する情報提供＋駐車場の設置 

・プロムナード等による連携 

・一定距離ごとに集客施設を配置 

以上のような仕組みを検討することが必要である。 

Dの駅遠／分散タイプはアクセス、周遊の方法とし

て車等の使用が考えられる。このタイプに属する場

合、海上交通拠点型であれば離島へのアクセス拠点、

地域交流型であれば地元住民の憩いの場や拠点とし

ての使用が考えられ、駅から離れており、施設が分

散していても大きな問題にならない可能性がある。

一方、観光集客型の場合は駅近／分散タイプと同様

に、一部地域のみの活性化になる可能性があり、み

なとオアシスによる地域活性化を考えている場合は

注意が必要である。 
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図-4 集積度と駅から代表施設までの 
直線距離の関係 

 

４．おわりに 

 今後は、敷地レベルにおける施設の平面配置、断

面構成を含めた分析を行う予定である。 

☞詳細情報はこちら 

1) みなとオアシス全国協議会：みなとオアシスハ

ンドブック【増補版】、2019 
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